
変
わ
り
の
様
々
な
段
階
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
長
い
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
、
変
化
し
続

け
る
豊
か
な
森
林
生
態
系
こ
そ
が
、
白
神
山

地
の
魅
力
で
あ
り
、
世
界
的
に
も
類
ま
れ
と

認
め
ら
れ
た
価
値
で
す
。
そ
の
価
値
を
よ
り

よ
い
形
で
後
世
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、
当
局
を
含
め
た
関
係
機
関
が
連
携
し
、

白
神
山
地
の
保
全
・
管
理
に
努
め
て
い
ま

す
。

※
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
管
理
計
画（
平
成
25
年
10

月
改
定
）参
照
。

「
山
の
日
」制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
白
神
山
地
の
適
正
な
保
全
・
管
理
に
あ
た

っ
て
は
、
関
係
機
関
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住

民
や
旅
行
者
な
ど
多
く
の
方
々
と
白
神
山
地

国有林野事業の取組

東北森林管理局

世界自然遺産
白神山地の魅力

留山で最大といわれるブナの巨木を見上げて

　
青
森
県
と
秋
田
県
の
県
境
に
ま
た
が
る「
白
神
山
地
」に
は
、
東
ア
ジ
ア
最
大
の
原
生

的
な
ブ
ナ
の
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
部
を
な
す
国
有
林
約
１
万
7
千
㌶

は
、
林
野
庁
が
指
定
す
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す（
※
）。

　
白
神
山
地
の
貴
重
な
森
林
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
魅
力
と
価

値
を
よ
り
多
く
の
方
々
と
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
東
北
森
林
管

理
局
で
は
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
周
辺
に
お
い
て
様
々
な
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
26
年
度
、
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」制
定
を
記
念
し
て
初
め
て
試
み

た
、
英
語
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※「
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」と
は
、
国
有
林
の
う
ち
、
自
然
環
境
の
保
全
を
第
一
に
管
理
す
る「
保
護
林
」の
一
つ
で
、

原
生
的
な
天
然
林
を
保
存
す
る
地
域
で
す
。
白
神
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
平
成
２
年
に
設
定
さ
れ
、
平
成
５

年
に
そ
の
全
域
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

白神山地世界遺産地域及びツアー実施箇所位置図

の
魅
力
と
価
値
を
共
有
し
、
幅
広
い
理
解
と

協
力
を
得
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
周
辺
に
お
い

て
、
一
般
公
募
し
た
参
加
者
を
対
象
に
職
員

等
が
解
説
し
な
が
ら
森
林
を
歩
く
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
（
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
）を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
は
、
山
に
親
し
む
機
会
を

得
て
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
民
の
祝
日「
山
の
日（
8
月
11
日
）」

が
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た（
平
成
28
年
度

よ
り
施
行
）。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
平
成
26

年
度
は
、
通
常
の
日
本
語
ガ
イ
ド
に
加
え
、

外
国
人
参
加
者
向
け
に
英
語
ガ
イ
ド
も
提
供

す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

白
神
山
地
の
魅
力

　

白
神
山
地
は
、
約
1
２
，
０
０
０
〜
８
，

０
０
０
年
前
に
北
日
本
の
山
々
を
覆
っ
た
ブ

ナ
林
が
大
面
積
に
わ
た
っ
て
残
さ
れ
た
、
数

少
な
い
地
域
の
一
つ
で
す
。

　
日
本
海
側
内
陸
部
に
特
有
の
多
雪
環
境
の

中
、
ブ
ナ
を
主
と
す
る
森
林
に
は
、
５
４
０

種
以
上
の
植
物
を
は
じ
め
、
ク
マ
ゲ
ラ
、
イ

ヌ
ワ
シ
な
ど
の
希
少
な
鳥
類
、
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
大
型
哺
乳
類

と
い
っ
た
、
多
く
の
生
き
物
が
く
ら
し
、
互

い
に
つ
な
が
り
あ
っ
て
森
林
生
態
系
を
形
づ

く
っ
て
い
ま
す（
※
）。

　
ま
た
、
白
神
山
地
で
は
、
倒
木
や
地
形
の

変
化
に
伴
い
ブ
ナ
林
が
新
し
い
世
代
へ
と
更

新
を
繰
り
返
す
中
で
、
森
林
生
態
系
の
移
り
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外
国
語
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
充
実

　
「
山
の
日
」制
定
記
念
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、

平
成
26
年
10
月
下
旬
、
ブ
ナ
の
黄
葉
が
美
し

い
季
節
に
合
わ
せ
て
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
回
目
は
、
青
森
県
側
で
、
津
軽
白
神
森

林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
白
神

山
地
の
玄
関
口
に
あ
た
る「
暗
門
の
滝
」（
中

津
軽
郡
西
目
屋
村
）を
散
策
し
た
後
、「
マ
ザ

ー
ツ
リ
ー
」と
よ
ば
れ
る
ブ
ナ
の
巨
木
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
、
秋
田
県
側
で
、
藤
里
森
林
生

態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
及
び（
一
社
）秋
田
白
神

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
共
催

し
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
核
心
地
域

を
見
渡
せ
る「
二
ツ
森
」（
藤
里
町
）に
登
っ
た

後
、
藩
政
時
代
よ
り
保
護
さ
れ
て
き
た
ブ
ナ

林「
留
山
」（
山
本
郡
八
峰
町
） 

を
散
策
し
ま
し

た
。

　
英
語
ガ
イ
ド
を
希
望
す
る
外
国
人
参
加
者

の
募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
当
局
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
観
光
案
内
所
で
の
周
知
や
、
地
元
の

市
町
村
や
大
学
へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
日
本
在
住
者
や
旅
行
者
を

含
め
、
１
回
目
は
２
名
、
２
回
目
は
５
名
の

外
国
人
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
成
果
は
上
々

　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
参
加
者
に
は
鮮
や
か
な
ブ
ナ
の
黄
葉
を

楽
し
み
な
が
ら
白
神
山
地
の
魅
力
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
を
通

じ
て
、
白
神
山
地
の
森
林
生
態
系
の
価
値
と

そ
れ
を
保
全
す
る
意
義
、
生
き
物
の
く
ら
し

や
人
々
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
英
語
ガ
イ
ド
は
、
当
局
職
員
が
日

本
語
ガ
イ
ド
を
通
訳
し
て
行
い
ま
し
た
。
ツ

ア
ー
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
外

国
人
参
加
者
か
ら
、「
説
明
が
丁
寧
で
知
識

が
豊
か
だ
っ
た
」、「
英
語
ガ
イ
ド
の
お
か
げ

で
、
日
本
で
参
加
し
た
ツ
ア
ー
で
の
説
明
を

初
め
て
1
0
0
%
理
解
で
き
た
」と
い
っ
た

好
評
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

白
神
山
地
の
魅
力
は
限
り
な
い

　
白
神
山
地
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
か
ら
22
年
が
経
過
し
た
現
在
、
白
神
山
地

世
界
遺
産
地
域
及
び
周
辺
地
域
を
訪
れ
る

人
々
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決

定
を
追
い
風
に
し
た
観
光
施
策
の
強
化
や
、

「
山
の
日
」な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
た
山
・
森

林
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
よ
り
、
白
神
山
地

周
辺
へ
の
来
訪
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

当
局
で
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
と
ら

え
、
白
神
山
地
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
々

に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
継

続
し
て
積
極
的
な
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

白神山地に関する
情報サイトの紹介

当局職員による英語ガイドの様子（二ツ森登山口）

二ツ森登山道から核心地域に広がるブナ林を見渡す
（黒っぽい部分は雲の影）

黄葉のブナ林を抜け、暗門川沿いを上流に向かって歩くと、滝が現れる（写真左から右へ、滝は「暗門第三の滝」）

イベント開催予定　東北森林管理局ウェブサイト「イベント情報」
http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/koho/event/index.html

基礎情報や見どころ　白神NetWalker
http://www.shirakami.go.jp/index.html
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